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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
抑
え
込
み
が
成
功
し
、
変
異
株
オ
ミ
ク

ロ
ン
の
懸
念
は
あ
り
ま
す
が
、
経
済
活
動
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
か
つ
ら
ぎ
町
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。
大
き
な
変
化
と
し

て
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
防
災
行
政
無
線
が
完
成

し
、
行
政
情
報
や
防
災
情
報
な
ど
の
放
送
が
始

ま
っ
た
事
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ

ま
に
い
ち
早
く
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
６
月
に
大
東
建
託
株
式
会
社

が
発
表
し
た
「
街
の
住
み
心
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」、

同
じ
く
９
月
に
発
表
し
た
「
街
の
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
」
の
両
方
で
、
か
つ
ら
ぎ
町
が
和
歌
山

県
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

実
際
に
か
つ
ら
ぎ
町
に
住
ん
で
い
る
方
が
感
じ

て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
の
で
、

本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
が
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
に
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
し
て
町
村
で
は
県

内
初
と
な
る
「
記
者
懇
談
会
」
を
始
め
た
成
果

の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
か
つ
ら
ぎ
町
に

移
り
住
ん
で
い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず
は
知
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
メ
デ
ィ
ア
戦

略
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
は
昨
年
以
上
に
「
ま
ち
づ
く

り
」
へ
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
人
口
減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
は
、
人
口
を
減
少

か
ら
増
加
に
転
じ
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

街
の
魅
力
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
道
路
を

整
備
し
た
り
空
き
家
を
減
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、

街
を
き
れ
い
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
な
ど
の

充
実
も
重
要
で
あ
り
、
特
に
公
共
交
通
の
充
実

は
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
元
旦

　
　
　
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
長　

中
阪 
雅
則
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

約
２
年
が
経
ち
ま
す
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い

う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
感
染
症
が
猛
威

を
振
る
い
、
行
動
範
囲
の
制
限
や
活
動
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
一
方
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆

さ
ま
の
活
躍
に
よ
る
明
る
い
話
題
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
確
保
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

染
症
対
策
や
支
援
策
の
予
算
が
町
当
局
か
ら
提

案
さ
れ
、
町
議
会
と
し
て
も
感
染
拡
大
防
止
の

対
策
を
講
じ
な
が
ら
議
会
運
営
を
継
続
し
、
可

決
後
に
は
町
当
局
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
で
事
業

執
行
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
配

信
お
よ
び
録
画
配
信
を
開
始
し
、
年
齢
層
問
わ

ず
幅
広
く
、
今
ま
で
傍
聴
が
困
難
で
あ
っ
た
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
に
も
手
段
の
一
助
と
な
る

よ
う
傍
聴
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

感
染
症
対
策
と
し
て
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
議

会
の
内
容
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
声

を
把
握
し
議
会
活
動
へ
反
映
で
き
る
よ
う
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
本
年
７
月
に
改
選
を
迎
え

ま
す
が
、
二
元
代
表
制
の
も
と
町
行
政
に
町
民

の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
大
切
さ
を
強
く
心
に
刻
む
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
行
政
と

一
体
と
な
り
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
職
責

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な
る
町
民
の
皆
さ
ま

と
心
を
同
じ
く
し
、
町
発
展
の
た
め
に
議
員
一

丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
元
旦

　
　
　
か
つ
ら
ぎ
町
議
会
議
長　
大
原 

清
明



令和３年分所得税の申告期間

2/16水
3/15火

　　　の確定申告、
町民税・県民税の申告準備は
お早めに！

所得税所得税所得税

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告
相
談

会
場
の
混
雑
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
自
宅
な
ど
で
の
申
告
書
作
成
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
手
引
き
や
用
紙
な
ど
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
下
旬

に
税
務
署
や
税
務
課
に
て
用
意
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
２

月
15
日（
火
）以
前
で
も
申
告
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

◆
郵
送
に
よ
る
提
出

〒
６
４
９
―
６
５
９
２　

紀
の
川
市
粉

河
８
０
７　

粉
河
税
務
署

※
申
告
書
な
ど
の
控
え
に
税
務
署
受
付

印
が
必
要
な
場
合
は
、
提
出
用
と
併
せ

て
控
え
と
返
信
用
封
筒
（
宛
名
記
入
・

切
手
貼
付
し
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
告
相
談
会
場
で
の
提
出

税
務
署
申
告
相
談
会
場

　

税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
で
は
、
感

染
症
対
策
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
は
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
）、

原
則
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
申
告
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

期
間　

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15
日

（
火
）の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日

祝
除
く

場
所　

紀
の
川
市
商
工
会
館
（
粉
河
）

感
染
症
対
策

⑴
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場

　

に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
と
な

　

る
ほ
か
、
整
理
券
の
配
付
状
況
に
よ

　

り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

⑵
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

　

願
い
し
ま
す
。
（
マ
ス
ク
を
着
用
し

　

て
い
な
い
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

⑶
咳
・
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や

　

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
入
場
を

　

お
断
り
し
ま
す
。

⑷
会
場
内
に
筆
記
用
具
は
用
意
し
て
い

　

ま
せ
ん
の
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
計
算

　

器
具
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

税
務
署
出
張
相
談
会
場

　

相
続
税
、
贈
与
税
、
土
地
・
建
物
・

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
な
ど
の
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

期
間　

２
月
３
日（
木
）〜
９
日（
水
）の

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

４
時
※
土
日
除
く

場
所　

橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

役
場
申
告
相
談
会
場

　

感
染
症
対
策
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
青
色
申
告
を
行
う
方
、

土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

が
あ
る
方
、
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控

除
の
適
用
を
受
け
る
方
で
、
確
定
申
告

が
必
要
な
場
合
は
税
務
署
で
申
告
相
談

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
７
日（
月
）〜
３
月
15
日

（
火
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
土
日

祝
除
く

場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

※
地
区
相
談
は
、
花
園
地
域
の
み
実
施

（
詳
細
は
広
報
２
月
号
に
掲
載
予
定
）

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
、
ま
た
は
様
式
を
印
刷

し
て
作
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
下

旬
に
税
務
署
や
税
務
課
に
て
用
意
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
作
成

◆
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

　

自
宅
な
ど
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
ま
た
は
税
務
署
で
発
行
さ
れ
る
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
デ
ー

タ
送
信
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

提
出
方
法
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申
告
の
内
容
に
よ
り
必
要
書
類
は
異

な
り
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
申
告
書
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

　

得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
・
決
算
書

・
税
務
署
か
ら
届
い
た
「
確
定
申
告
の

　

お
知
ら
せ
」

・
印
鑑

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保

　

険
証
な
ど
）

・
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
（
地

　

震
保
険
料
や
生
命
保
険
料
の
控
除
証

　

明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

　

な
ど
）

・
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
医
療
費
の

　

通
知
な
ど
）

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
振

　

込
先
の
金
融
機
関
口
座
名
・
番
号
な

　

ど
・
前
年
の
申
告
書
な
ど
の
控
え

申
告
相
談
会
場
に
持
参
す
る
も
の

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

方
は
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
不

要
で
す
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
方
で
も
、
令
和

４
年
１
月
１
日
現
在
か
つ
ら
ぎ
町
在
住

で
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
町
民
税
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
利
子
、
配

当
、
一
時
、
雑
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

・
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書

　

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

・
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

③
配
当
所
得
が
あ
る
人
で
次
に
該
当
す

る
方

・
非
上
場
株
式
の
配
当
所
得
が
あ
る

　
（
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
率
が
20
％
）

・
上
場
株
式
の
配
当
所
得
の
う
ち
、
発

　

行
済
み
株
式
総
数
の
５
％
以
上
を
保

　

有
す
る
（
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
率

　

が
20
％
）
ま
た
、
上
場
株
式
等
に
係

　

る
譲
渡
・
配
当
所
得
に
つ
い
て
確
定

　

申
告
書
を
提
出
し
た
方
で
、
所
得
税

　

と
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
す
る
場

　

合
は
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が

　

必
要
で
す
。

町
民
税
・
県
民
税
の
申
告

　

町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、
１
月

中
旬
に
対
象
者
と
想
定
さ
れ
る
方
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
で
税
務
課
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
送
付

　

児
童
手
当
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
な
ど
の
所
得
状
況
が
反
映
さ
れ
る

制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
ま
た
は
今
後

利
用
す
る
方
は
、
期
間
中
に
申
告
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
各
制
度
の
詳
細
は
、

各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 所

得
状
況
な
ど
が
反
映
さ
れ
る
制
度
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事
業
所
得

　

農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
は
、

収
入
や
経
費
を
項
目
別
に
整
理
・
集
計

し
、
決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支
出

し
た
医
療
費
や
、
高
額
療
養
費
・
保
険

金
等
の
給
付
を
受
け
た
金
額
を
集
計
し
、

医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
家
屋

の
新
築
・
購
入
・
増
改
築
を
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必

要
書
類
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
、

工
事
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書
な
ど

で
す
。

事
前
準
備

国税庁「確定
申告書等作成
コーナー」は
こちら▶▶▶



（
内
線
２
０
４
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
健
康
推
進

課
保
険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
８
）

介
護
保
険
料
…
健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
（
内
線
２
０
５
２
）

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度

　

の
方

②
認
知
症
高
齢
者
で
、
そ
の
障
害
の
程

　

度
が
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
方
と
同
程
度
の
方

※
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
に
利
用
す
る

場
合
の
申
請
受
付
は
、
１
月
４
日（
火
）

か
ら
で
す
。

※
申
請
か
ら
認
定
ま
で
２
〜
３
日
程
度

か
か
り
ま
す
の
で
、
認
定
を
希
望
す
る

方
は
、
確
定
申
告
時
ま
で
に
間
に
合
う

よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

認
定
に
伴
う
調
査
が
必
要
で
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
認
定
ま

で
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
（
内
線
２
０
５
１
）
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● 所得税の確定申告、
　 町民税・県民税の申告準備はお早めに！

町からのお知らせ

　

所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告

で
は
、
令
和
３
年
中
（
令
和
３
年
１
月

〜
12
月
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
を
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

 

た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し
引
か

れ
る
分
は
、
年
金
受
給
者
本
人
し
か
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
年

間
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
は
、
１
月
下

旬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課
徴
収
係

確
定
申
告
な
ど
に
お
け
る
国
民
健

康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
に
か
か
る
社

会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
町
長
の
認
定
を
受
け
る
と
、
所

得
税
や
町
民
税
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
・
特
別
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
認
定
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

要
件

①
身
体
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
で
、
そ

　

の
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳

障
害
者
控
除
、
特
別
障
害
者
控
除

の
認
定
に
つ
い
て

ｅ－Ｔａｘ
令和３年分から
　　　便利に！さらにさらにさらに

● ＩＣカードリーダー
　 ライタ無しで
　 ｅ－Ｔａｘ！
　パソコン画面に表示された
２次元バーコードをスマホ
（マイナンバーカード読み取
り対応）で読み取れば、マイ
ナンバーカードを使ってｅ－
Ｔａｘで送信できます。

● スマホのカメラで
　 源泉徴収票を自動入力

● スマホのカメラで
　 源泉徴収票を自動入力

　スマホのカメラで給与所得
の源泉徴収票を撮影すれば、
金額や支払者情報などが自動
で入力されます！

● スマホ専用画面の
　 対象範囲が拡大

対象所得
給与所得・雑所得・一時所得
★特定口座年間取引報告書
（上場株式等の譲渡所得等・配
当所得等）★上場株式等の譲
渡損失額（前年繰越分）
各種控除など
すべての所得控除・政党等寄
付金特別控除・災害減免額
★外国税額控除・予定納税額・
本年分で差し引く繰越損失額

（★は１月から対応予定）

確定申告書等作
成コーナーを利
用した入力方法
などをご案内し
ています。
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● ご自宅からのｅ－Ｔａｘ申告のご案内

申告書の作成・送信は、
国税庁ホームページから

確定申告書等作成コーナーなら自宅でいつでも申告ができます

書き方や計算が分からない…

入力がめんどう…

会社が休めない…

動計算自自自
画面の案内に沿って
入力すれば自動計算

動入力自自
マイナポータル連携
や過去の申告データ
を利用して自動入力

宅から自自
マイナンバーカードと
スマホでｅ－Ｔａｘ！

さらに！ｅ－Ｔａｘなら早期還付されます

＼ 相談はチャットボットや電話でもできます ／

●チャットボットでの相談 ●お電話での相談

 １月上旬公開予定。ご質問を入力すれば、
ＡＩを活用した
「税務職員ふたば」が
お答えします。

ｅ－Ｔａｘの使い方（操作方法など）
　ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク（全国一律市内通話料金）

申告書の作成に当たってのご不明点など
　粉河税務署　☎０７３６－７３－３３０１税務職員ふたば

☎０５７０－０１－５９０１
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● 
新
過
疎
法
・
旧
過
疎
法
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て

　

新
過
疎
法
、
旧
過
疎
法
と
も
に
申
告

期
限
は
令
和
４
年
１
月
31
日（
月
）で
す
。

　

町
で
は
、
申
請
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
「
か
つ
ら
ぎ
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

町
内
に
て
製
造
業
、
旅
館
業
、
農
林

水
産
物
等
販
売
業
お
よ
び
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
等
の
事
業
に
用
い
る
建
物
（
当
該

建
物
に
係
る
土
地
も
含
む
）
お
よ
び
設

備
を
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
等
（
※
）
し
た

場
合
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
「
取
得
等
」
と
は
…
取
得
ま
た
は
製

作
も
し
く
は
建
設
を
い
い
、
建
物
お
よ

び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
っ
て
は
改
修

（
増
築
、
改
築
、
修
繕
ま
た
は
模
様
替

え
を
い
う
）
の
た
め
の
工
事
に
よ
る
取

得
ま
た
は
建
設
を
含
み
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
適
用
に
な
る
主
な
要
件

①
青
色
申
告
を
行
う
法
人
ま
た
は
個
人

　

が
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年

　

１
月
１
日
ま
で
に
取
得
等
し
た
設
備

　

で
あ
る
こ
と
。

②
製
造
業
、
旅
館
業（
下
宿
業
は
除
く
）、

　

農
林
水
産
物
等
販
売
業
お
よ
び
情
報

　

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

　

こ
と
。

③
設
備
の
取
得
価
格
の
合
計
額
が
、
５

　

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

　

し
、
対
象
業
種
が
製
造
業
お
よ
び
旅

　

館
業
の
場
合
、
資
本
金
規
模
が
５
０

　

０
０
万
円
超
１
億
円
以
下
の
事
業
者

　

は
１
０
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

１
億
円
超
の
事
業
者
は
２
０
０
０
万

　

円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※
資
本
金
額
５
０
０
０
万
円
超
の
法
人

は
業
種
に
関
わ
ら
ず
「
新
設
・
増
設
の

み
」
対
象
で
す
。

※
右
記
の
要
件
以
外
に
も
課
税
免
除
を

受
け
る
た
め
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
や
申
請
書
類
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
告
期
限

新
過
疎
法
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
）

　

令
和
３
年
１
月
２
日
〜
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
の
取
得
に
関
し
て
は
、

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」

の
適
用
と
な
り
ま
す
。
新
過
疎
法
と
は

対
象
業
種
や
申
請
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

（
内
線
２
０
４
３
）

旧
過
疎
法
（
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
）

● 家屋の取り壊しの
　 連絡はお済みですか

　固定資産税・都市計画税は、１月１日（賦課期
日）現在で町内に土地・家屋・償却資産を所有す
る方に対して課税します。
　税務課では町内の家屋の状況把握に努めていま
すが、取り壊しの連絡がない場合は、取り壊しの
確認ができず、翌年度以降も引き続き課税する恐
れがあります。
　毎年１月２日から翌年１月１日までの間に家屋
の全部または一部を取り壊した方は、取り壊した
床面積の大小に関わらず、翌年１月31日までに
固定資産税係までご連絡ください。
　なお、登記のある家屋を取り壊し、すでに法務
局で取り壊しに関する手続きが済んでいる場合は、
連絡は不要です。

問い合わせ
税務課固定資産税係（内線2043）
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問い合わせ　新型コロナウイルス感染症
対策総合窓口（内線2215）

＼新型コロナウイルス感染症支援策／

● 各種　　  にご注意ください期限期限期限

対象者　令和３年10月１日現在で、町に住民登録がある大学生
　など、または町に住民登録がある保護者などがいる大学生など
　で、次のいずれかに該当する方。
（1）奨学金などの制度の給付、貸付などを受けている
（2）新型コロナウイルス感染症の影響（減収・雇止めなど）に対
　　  する給付もしくは貸付などの支援制度を受けている、また
　　  は当該支援制度を受けている保護者などがいる
（3）新型コロナウイルス感染症の影響により失業した保護者な
　　  どがいる
申請方法　申請書に下記書類を添えて郵送または新型コロナウイ
　ルス感染症対策総合窓口まで提出してください。（申請書は、
　新型コロナウイルス感染症対策総合窓口に配架、ならびに町
　ホームページからダウンロードできます）
（1）大学生などであることを証する書類
（2）対象者の振込口座の通帳の写し
（3）要件に該当していることを証する書類
（4）代理申請の場合は代理人の本人確認書類
（5）町に住民登録がある保護者などがいる大学生などの場合は、
　　  保護者などの続柄がわかる書類

　新型コロナウイルス感染症に対する支援策として、売上が減少
している飲食・宿泊・サービス業などの事業者の方に、従業員数
に応じた支援金の給付を行っています。
対象　令和３年４月～９月のいずれかの月の売上が、令和２年も
　しくは令和元年の同月の売上と比較して30％以上減少してい
　る町内店舗などで対象事業を営んでいる事業者の方。

　新型コロナウイルス感染症に対する緊急対策支援事業として、
農産物の販売を促進するため、農産物・加工品を販売し、町外の
方に送付する場合の発送料金の一部（上限600円）の支援を行っ
ています。
利用店舗　「かつらぎふるさと応援便」のノボリを立てている事
　業所。詳しくは、町ホームページでご確認ください。
問い合わせ　かつらぎフルーツ王国振興公社（内線2091・2090）

かつらぎ町学生支援
緊急給付金

※当日消印有効

申請期限

1/31(月)

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により経済
的に困窮する大学生など
（※1）に対し、学びを継
続する学資金ひとり20万
円を給付します。

飲食・宿泊・
サービス業等支援金

申請期限

1/31(月)

農産物販売促進事業
（かつらぎふるさと応援便）

利用期限

1/31(月)

申請書類、対象事業など
詳しい内容はお問い合わ
せください。

（※1）学校教育法に基づき設置さ
れた大学（短期大学および大学院
を含む）、高等専門学校（第４学年
以上）、専門学校（専修学校の専
門課程）などに在学している方

対象店舗で常時雇用する従業員数 支援金額
５人まで
６人から20人
21人から50人
51人以上

150,000円
300,000円
450,000円
600,000円

※町内店舗で対象業種に従事する従業員に限る
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● 新入学準備金の入学前支給について

町からのお知らせ

　

町
で
は
、
家
庭
の
経
済
的
理
由
に
よ

り
、
お
困
り
の
方
に
対
し
て
、
学
用
品

費
、
給
食
費
な
ど
学
校
で
の
学
習
に
必

要
な
費
用
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
小
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ま
の
家
庭
を
対
象
に
就

学
援
助
費
の
う
ち
入
学
前
に
必
要
な

「
新
入
学
学
用
品
費（
入
学
準
備
金
）」の

入
学
前
支
給
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
に
申
請
し
な
く
て

も
、
４
月
に
申
請
し
、
認
定
さ
れ
た
方

に
は
、
第
１
回
支
給
時
（
７
月
中
旬

頃
）
に
新
入
学
に
必
要
な
学
用
品
費
な

ど
を
援
助
し
ま
す
。

支
給
対
象　

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す

る
方

・
お
子
さ
ま
が
４
月
に
町
の
小
学
校
に

　

入
学
予
定
の
方

・
申
請
時
に
町
に
居
住
し
て
い
る
方

　

（
３
月
末
日
ま
で
に
町
外
に
転
出
す

　

る
方
を
除
く
）

・
就
学
援
助
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
方

就
学
援
助
要
件

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
に
な

　

っ
て
い
る
方

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

　

さ
れ
て
い
る
方

③
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

　

方
④
国
民
年
金
の
掛
金
が
減
免
さ
れ
て
い

　

る
方

⑤
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
猶
予
ま
た

　

は
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑥
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

　

る
方

⑦
直
近（
令
和
２
年
１
月
〜
12
月
）の
世

　

帯
員
全
員
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、

　

所
得
基
準
額（
※
）に
満
た
な
い
方

※
認
定
の
所
得
基
準
に
つ
い
て
…
例
と

し
て
、「
給
与
所
得
者
」（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
の
勤
め
人
）
で
、
父
・
母
・
子

ど
も
２
人
（
小
学
生
・
中
学
生
各
１

人
）
の
場
合
、
給
与
収
入
が
約
４
０
０

万
円
以
内
な
ら
ば
、
制
度
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
控

除
額
（
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）
や
扶

養
家
族
な
ど
、
収
入
だ
け
で
一
概
に
判

定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
方

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
新
入
学
学
用
品
費
等
入
学
前
支
給
申

　

出
書
・
同
意
書　

※
教
育
委
員
会
で

　

１
月
７
日（
金
）よ
り
配
布
。
同
意
書

　

に
は
世
帯
全
員
（
高
校
生
以
上
）
の

　

同
意
（
署
名
）
が
必
要
で
す
。

⑵
印
鑑
（
認
印
）

⑶
振
込
先
で
あ
る
申
請
者
（
保
護
者
）

　

名
義
の
普
通
預
金
通
帳
の
写
し
（
口

　

座
番
号
が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
）

⑷
就
学
援
助
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

　

証
明
で
き
る
も
の
（
①
・
③
〜
⑥
に

　

限
る
）

申
請
期
間　

１
月
７
日（
金
）〜
31
日

（
月
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
※
土
日
祝
除
く

申
請
結
果　

２
月
下
旬
頃
〜
３
月
上
旬

頃
に
、
申
請
者
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

支
給
予
定
額　

５
万
１
０
６
０
円
（
令

和
３
年
度
支
給
実
績
額
）

支
給
予
定
時
期　

３
月
中
旬
〜
下
旬

支
給
方
法　

申
請
時
の
指
定
口
座
へ
、

直
接
振
り
込
み
ま
す
。

注
意
事
項

・
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
し
た

　

方
全
員
が
必
ず
援
助
を
受
け
ら
れ
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

・
今
回
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
を
受

　

け
た
場
合
で
も
、
入
学
後
に
「
令
和

　

４
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、就
学

　

援
助
制
度
の
支
給
費
目
の
う
ち
「
新

　

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
は
支
給

　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）
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町からのお知らせ

・
今
回
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
を
受

け
た
後
、
町
の
小
学
校
に
入
学
し
な

い
場
合
や
町
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、

新
入
学
準
備
金
全
額
を
返
還
に
な
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
可
能
性
の
あ

る
場
合
は
、
申
請
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。

・
今
回
、
提
出
漏
れ
や
審
査
結
果
が
不

認
定
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
入
学
後

に
「
令
和
４
年
度
就
学
援
助
制
度
」

を
別
途
申
請
し
認
定
と
な
っ
た
場
合

は
、
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
」
と
し
て
同
様
の
費
用
を
支
給
し

ま
す
。

・
「
新
入
学
準
備
金
」
の
審
査
で
用
い

　

る
基
準
と
、
「
令
和
４
年
度
就
学
援

　

助
制
度
」
の
審
査
で
用
い
る
基
準
で

　

は
、
参
照
す
る
所
得
金
額
の
年
度
が

　

異
な
り
ま
す
の
で
判
定
結
果
が
変
わ

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
総

務
係
（
☎
22
―
０
３
０
３
・
内
線
３
０

０
９
・
３
０
１
３
）

１月７日～　申請書の配布開始

１月７日～31日　申請書の提出受付 

２月下旬～３月上旬　申請結果の通知

３月中旬～下旬　指定口座へ支給

[ 新入学準備金支給の流れ ]

● 第40回三谷マラソンの開催

　第40回三谷マラソンは、新型コロナウイル
ス感染症対策のため、規模を縮小して小・中学
生のみを対象に開催します。※一般の方は参加
できません。

開催日　２月11日（建国記念の日）　
※荒天中止。（当日の午前６時30分頃に町
ホームページにてお知らせします）今後の新型
コロナウイルス感染症の状況により中止する場
合があります。

参加対象・申込方法
①町内の小中学校に通学の方
　参加申込書（誓約書）に必要事項を記入し、
各学校に提出してください。
②町内在住で町外の小中学校に通学の方
　生涯学習課へ参加申込書（誓約書）を提出し
てください。
※参加申込書（誓約書）は、町ホームページか
らダウンロードするか、生涯学習課へご連絡く
ださい。
※参加無料・保護者の方は併走可能です。

申込期限　１月14日（金）午後５時必着
※申込期限後の申し込みはできませんのでご注
意ください。
※保護者の許可を得て、お申し込みください。

申し込み・問い合わせ
生涯学習課スポーツ振興係（☎22-0303・内線
3017）・三谷マラソン実行委員会（三谷公民館
内　☎22―2184）

平成31年実施時の写真
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町からのお知らせ

● 
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
１
年
間
の
医
療
費
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額

が
、
世
帯
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
超
え
た
分
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
３
年
７
月
31
日
）
に

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、

医
療
と
介
護
両
方
に
自
己
負
担
が
あ
る

世
帯
。
※
同
じ
世
帯
で
あ
っ
て
も
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
で
は
そ
れ
ぞ
れ

別
計
算
と
な
り
、
合
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

計
算
対
象
期
間

　

令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

支
給
額
に
つ
い
て

　

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

自
己
負
担
額
の
合
計
額
の
、
下
記
表
の

限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え

た
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
は
、
保
険

　

適
用
外
の
費
用
や
入
院
時
の
食
事
代

　

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高

　

額
療
養
費
な
ど
の
支
給
を
受
け
た
場

　

合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
に
な

　

り
ま
す
。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
は
、
福
祉

　

用
具
購
入
や
住
宅
改
修
に
係
る
費
用
、

　

食
費
・
居
住
費
お
よ
び
差
額
ベ
ッ
ド

　

代
な
ど
の
負
担
分
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど

　

の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
額
を

　

差
し
引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。

支
給
予
定
の
方
へ
の
通
知
に
つ
い
て

　

案
内
が
届
い
た
ら
、
お
早
め
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
方
…

　

１
月
下
旬
以
降
に
支
給
予
定
の
方
に

　

送
付

・
か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の

　

方
…
１
月
下
旬
以
降
に
支
給
予
定
の

　

世
帯
主
に
支
給
勧
奨
通
知
を
送
付

・
そ
の
他
健
康
保
険
加
入
の
方
…
詳
し

　

く
は
、
加
入
の
健
康
保
険
の
保
険
者

　

ま
た
は
お
勤
め
先
の
健
康
保
険
担
当

　

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
／
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係（
内
線
２
０
５
５
）

介
護
保
険
／
健
康
推
進
課
介
護
保
険
係（
内
線
２
０
５
１
）

所得要件（旧ただし書き所得） 医療保険＋介護保険

住民税
課税世帯

住民税非課税世帯

901万円超
600万円超901万円以下
210万円超600万円以下
210万円以下

２１２万円
１４１万円
  ６７万円
  ６０万円
  ３４万円

70歳未満の方

負担区分
（75歳以上）後期高齢者医療＋介護保険
（70～74歳）医療保険＋介護保険

上位所得者
（現役並み所
得者）

住民税
非課税世帯
※「低所得者Ⅰ」の区分で介護サービス利用者が複数いる世帯の場合は、限度額の適用
　方法が異なります。

一　　　般

690万円以上
380万円以上690万円未満
145万円以上380万円未満

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

２１２万円
１４１万円
６７万円
５６万円
３１万円
１９万円

70歳以上の方

自己負担限度額（年額）



　かつらぎ西部公園クラブハウス内のキッ
ズスペースにて、未就学児を対象とした親
子で楽しめる幼児体操教室を行います。是
非ご参加ください。

日時　１月31日（月）　午前10時～11時
場所　かつらぎ西部公園クラブハウス内
　　　キッズスペース
講師　健康運動指導士 西風幸一氏
参加料　無料
対象　未就学児（１歳以上）※親子で参加
定員　20人程度（先着順）
受付　１月４日（火）から受付開始（電話可）

　かつらぎ西部公園パークゴルフ場でプレーし、
スタンプを10個集めた方には、終日無料プ
レー券を進呈します。期間中は何回でも繰り返
し挑戦できます。たくさんのご参加お待ちして
います。

実施期間　１月４日（火）～２月27日（日）
※終日無料プレー券の引換・使用は３月31日
（木）まで
実施方法　期間内に、かつらぎ西部公園パーク
ゴルフ場でプレー１回につき１スタンプを押印
します。スタンプ10個押印で終日無料プレー
券を進呈します。
※１人につき１日１スタンプのみ・ラウンド数
関係なし

問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興係（☎22
－0303・内線3018）・西部公園クラブハウス
（☎22－8952）

申し込み・問い合わせ　生涯学習課スポーツ
振興係（☎22－0303・内線3018）・西部公
園クラブハウス（☎22－8952）
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町からのお知らせ

● 
土
地
の
貸
し
借
り
は
農
地
中
間
管
理
事
業
へ

　
　
　

〜
農
地
の
「
貸
し
た
い
」、「
借
り
た
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
〜

　

高
齢
に
よ
り
農
地
を
誰
か
に
貸
し
た

い
方
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
な

ど
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
い
た
い
場

合
に
公
的
機
関
（
農
地
中
間
管
理
機

構
）
が
間
に
入
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・
農
地
を
貸
し
た
い
方

　
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
営
農
課
（
橋
本

市
高
野
口
町
名
古
曽
９
２
５
―
１
）
に

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
貸
し

た
い
農
地
の
相
談
を
随
時
受
付
中
で
す
。

※
農
地
の
条
件
に
よ
り
借
り
受
け
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
農
地
を
借
り
た
い
方

　
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
営
農
課
の
相
談

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募

は
随
時
受
付
中
で
す
。

※
希
望
に
合
う
農
地
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
営
農
課
（
☎
０
７

３
６
―
43
―
２
５
５
５
）
・
公
益
財
団

法
人
和
歌
山
県
農
業
公
社
（
☎
０
７
３

―
４
３
２
―
６
１
１
５
）
・
産
業
観
光

課
農
業
振
興
係
（
内
線
２
１
８
１
）

● スタンプラリーの実施
西部公園パークゴルフ場

● 幼児体操教室の開催
西部公園キッズスペース

　農業者年金は、日本農業の担い手
である農業者だけが加入できる「農
業者のための年金」です。

加入資格
①国民年金の第１号被保険者（保険
料納付免除者を除く）
②年間60日以上農業に従事する方
③20歳以上60歳未満の方

問い合わせ
産業観光課農業振興係（内線2104）

メリット
・少子高齢化に強い積立方式
・保険料は月額２万円～６万7,000
　円までの間で自由に選択可能

・終身年金で80歳までの保障付
・支払った保険料は全額社会保険料
　控除の対象
・一定の要件を満たす担い手には、
　保険料の国庫補助制度あり

（35歳未満で一定の要件を満たす方は１万円
　から選択可能）

農業者年金に加入しませんか
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かつらぎ町選手団 ≪敬称略≫
団　長　中阪　雅則（町長）
監　督　清水　大幹（妙寺小教諭）
コーチ　北山　大輔（妙寺中教諭）
　　　　西部　晃司（笠田中教諭）
　　　　三嶋　大亮（笠田小教諭）
　　　　楠本　龍三（大谷小教諭）
　　　　矢田　諒太（渋田小教諭）

強化選手（小学生の部）　　　田中　菜乃（妙寺小学校６年）　　田村　希愛（妙寺小学校６年)
西村　悠佑（妙寺小学校６年）　　平原　瑠夏（妙寺小学校６年）　　浦畑　佑奈（笠田小学校６年）
関本　耕大（笠田小学校６年）　　深本　瑛仁（笠田小学校６年）　　美馬　花音（笠田小学校６年）
眞田　凉花（大谷小学校６年）　　窪田　耕大（渋田小学校６年）　　池田　千桃（妙寺小学校５年）
城向　亮斗（妙寺小学校５年）　　林　　花慧（笠田小学校５年）　　森本　凌生（大谷小学校５年）
森本　竜生（大谷小学校５年）　　中薗　弥洋（渋田小学校５年） 

強化選手（中学生の部）　　　池田沙耶斗（妙寺中学校３年）　　福本　悠二（妙寺中学校３年)
矢田幸紀斗（妙寺中学校３年）　　山本　百華（妙寺中学校３年）　　池田　枇由（妙寺中学校２年)
小原　侑茉（妙寺中学校２年）　　田村　海斗（妙寺中学校２年）　　西岡　志麻（妙寺中学校２年)
松下　晄憲（妙寺中学校２年）　　四橋　　絆（妙寺中学校２年）　　佐々木奏空（笠田中学校２年)
露野　佳歩（笠田中学校２年）　　浜﨑　有希（笠田中学校２年）　　木村　光寿（古佐田丘中学校２年)
櫻本　貴裕（古佐田丘中学校２年）  大西　悠菜（智辯学園中学校２年）  堀内　俐音（智辯学園中学校２年)
若井　美希（妙寺中学校１年）　　西浦ひなた（笠田中学校１年）　　雪谷　政宏（笠田中学校１年）

　2月20日（日）に開催されます「第21回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会」（紀三井寺公園陸
上競技場～県庁前　10区間　21.1㎞）に出場するため、町内在住の小中学生から選抜されました選手
を中心に「ジュニア駅伝かつらぎ町選手団」が結成され、練習が開始されました。選手たちは監督・
コーチなどの指導のもと連日練習を行い、大会に臨みます。

広報かつらぎ  令和4年（2022年）1月号 16

「かつらぎ町選手団結成」

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が募集した中学生および
高校生の「税についての作文」について審査の結果、次の作
品が町内から優秀作品として表彰されました。≪敬称略≫

｜中学生の入選者
　かつらぎ町長賞
　　辰己　未紗（妙寺中学校３年）　「当たり前を支えているもの」
　公益社団法人粉河納税協会長賞
　　森下　彩加（妙寺中学校３年）　「誰かに届くということ」
　橋本・伊都・那賀租税教育推進協議会長賞
　　黒川　日向（妙寺中学校３年）　「助けられているもの」
　紀北納税貯蓄組合連合会優秀賞
　　吉井　聖人（笠田中学校３年）　「日本の税金」

｜高校生の入選者
　かつらぎ町長賞
　　上土谷  柚南（笠田高等学校１年）「幸せな税金の使い方とは」

税に関する作文優秀作品

第２１回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

まちのわだいまちのわだいまちのわだい

選手団集合写真選手団集合写真選手団集合写真

上）辰己さん、下）上土谷さん
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虐
待
を
繰
り
返
さ
れ
て
も
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
が
好
き
と
、
言
う
子
も
い
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
愛
さ
れ
た
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
虐
待
は
、
外
か
ら
は
見
え

な
い
し
、
身
体
の
ア
ザ
を
見
つ
け
る
し

か
手
段
は
な
い
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
学
校

の
話
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
で
虐
待
の
事
を
書
い
て
助
け
を
求
め

る
事
が
出
来
た
子
ど
も
が
い
た
と
し
て

も
、
大
人
は
責
任
を
持
っ
て
慎
重
に
対

応
し
な
い
と
、
子
ど
も
が
伝
え
た
事
が

逆
に
悪
い
方
向
へ
行
き
、
更
に
隠
さ
れ

た
り
、
虐
待
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
し
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
助
け
を
求
め
る

機
会
が
あ
っ
て
も
、
そ
う
な
っ
て
し
ま

う
と
余
計
に
傷
が
付
い
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
助
け
出
す
か
は
、
と
て
も

重
要
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
人
に

と
っ
て
は
、
毎
日
の
事
で
も
な
く
苦
し

く
も
な
い
事
だ
け
ど
、
虐
待
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
毎
日
家
の

中
で
繰
り
返
さ
れ
て
、
ず
っ
と
耐
え
て

い
る
の
だ
か
ら
、
早
く
発
見
が
出
来
る

　

私
は
今
、
児
童
虐
待
が
多
い
事
が
と

て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
小

さ
な
子
ど
も
や
小
学
生
の
子
ど
も
が
虐

待
を
受
け
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
と

て
も
心
が
痛
み
ま
す
。
一
番
多
い
の
は
、

親
か
ら
受
け
る
虐
待
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が

大
好
き
で
、
大
切
に
さ
れ
た
い
の
に
、

悲
し
い
思
い
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の

は
、
と
て
も
可
哀
想
で
す
。
大
人
に
な

っ
て
も
、
心
に
傷
を
負
っ
た
ま
ま
で
、

ず
っ
と
身
体
が
覚
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
小
さ
な
子
ど
も
は
力
が
な
く
、
抵

抗
が
出
来
な
く
て
、
ひ
ど
く
な
る
と
命

を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
、
こ
の

瞬
間
も
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が

い
る
と
思
う
と
、
と
て
も
辛
い
で
す
。

方
法
や
、
早
く
助
け
出
せ
る
方
法
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
虐
待
が
起
き
て
し
ま
う
の

か
と
考
え
る
と
、
社
会
で
の
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
原
因
に
な
り
、
心
に
ゆ
と
り
が

無
く
な
っ
て
、
子
ど
も
に
虐
待
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
私
に
は
、
歳
の
離
れ
た
弟
が

い
て
ま
だ
小
さ
い
の
で
、
わ
が
ま
ま
や
、

言
う
事
を
聞
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

歳
が
離
れ
て
い
る
の
で
、
親
の
大
変
な

気
持
ち
が
少
し
分
か
り
ま
す
。
で
も
、

虐
待
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
し
、
ど
ん

な
思
い
を
す
る
か
を
思
う
と
、
絶
対
に

し
た
く
は
な
い
で
す
。
兄
弟
、
家
族
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
一
人
の
人
と
し
て
人

権
も
あ
り
ま
す
。
今
は
小
さ
い
け
れ
ど
、

一
つ
の
大
切
な
命
を
持
っ
た
、
一
人
の

人
で
す
。
親
が
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
、
子
ど
も
の
命
を
尊
重
で
き

て
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
虐
待
に
は
、
暴
力
、
暴
言
、
冷
た

い
態
度
、
嫌
が
ら
せ
、
無
視
な
ど
色
々

あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
実
際
に
さ
れ
て

い
る
事
だ
と
思
う
と
、
本
当
に
悲
し
く

て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
し
て
い
る

事
を
見
つ
め
直
せ
る
心
が
出
来
れ
ば
、

虐
待
を
し
て
い
る
自
分
が
い
な
く
な
っ

て
、
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
上

手
く
い
か
な
い
事
は
、
必
ず
あ
る
と
思

う
し
、
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
悩
む
と
、

子
ど
も
に
方
向
が
向
い
て
し
ま
っ
た
り

す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

う
な
る
と
、
子
ど
も
は
弱
く
て
対
応
で

き
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
が
多
い
社
会
で
、
ど
う
や

っ
て
防
い
で
い
く
の
か
、
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
虐
待
に
よ
っ
て
辛
い

思
い
を
す
る
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
よ

う
に
、
親
も
子
ど
も
も
、
心
か
ら
笑
顔

で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
虐
待
の
な
い
幸

せ
な
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
私

は
、
児
童
虐
待
を
無
く
す
為
に
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
い
い
方
法
は
な
い

の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「 

児
童
虐
待 

」
笠
田
中
学
校
２
年　
　
　

　
　
　

鈴
木　

心
美
さ
ん

中
学
生
の
部 
最
優
秀
賞
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た
り
、
聞
き
返
す
と
、
「
も
う
い
い
」

と
言
わ
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
、
さ
み
し
い
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。

私
だ
っ
た
ら
、
ま
る
で
広
い
草
原
の
中

を
一
人
ぼ
っ
ち
で
い
る
く
ら
い
、
さ
み

し
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
生
の
こ
ろ
に
、
ほ
ち
ょ
う
き
を

つ
け
始
め
た
そ
う
で
す
。
「
ほ
ち
ょ
う

き
を
つ
け
た
ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
音
が

聞
こ
え
る
の
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、

お
父
さ
ん
が
、
家
族
み
ん
な
に
ほ
ち
ょ

う
き
を
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に

ほ
ち
ょ
う
き
を
つ
け
て
み
る
と
、
ま
る

で
、
運
動
会
の
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が

耳
も
と
で
鳴
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
話

し
声
や
テ
レ
ビ
の
音
、
金
魚
が
口
を
パ

ク
パ
ク
と
う
ご
か
し
て
い
る
音
ま
で
も

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
た
え
き

れ
な
く
な
っ
て
、
耳
か
ら
ほ
ち
ょ
う
き

を
外
し
ま
し
た
。
姉
も
妹
も
お
母
さ
ん

も
み
ん
な
、
私
と
同
じ
よ
う
に
お
ど
ろ

い
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
ち
ょ
う
き
は
、
ま
わ
り
の
音
が
、

全
部
同
じ
よ
う
に
大
き
く
聞
こ
え
て
し

ま
う
か
ら
、
聞
き
た
い
音
が
聞
き
と
れ

な
い
事
が
あ
る
、
と
お
父
さ
ん
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
小
さ
い
声
で
話
し
か

け
ら
れ
た
り
、
後
ろ
か
ら
話
し
か
け
ら

れ
た
り
、
風
が
強
い
日
や
、
ざ
つ
音
が

　

私
の
お
父
さ
ん
は
、
よ
く
、
「
え

っ
？
」
と
聞
き
返
し
ま
す
。
三
回
ぐ
ら

い
言
っ
て
も
伝
わ
ら
な
い
時
、
私
は
、

少
し
「
め
ん
ど
く
さ
い
な
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
伝
え
る
の
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
「
感
音
性
な
ん
ち
ょ

う
」
と
い
う
病
気
で
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
の
で
、
両
耳
に
ほ
ち
ょ
う
き
を
つ
け

て
い
ま
す
。
私
は
初
め
て
お
父
さ
ん
に
、

耳
の
こ
と
に
つ
い
て
、
し
つ
問
し
て
み

ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
は
、
小
学
校
高
学
年
の
時

に
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
友
達
と
話
を
し
て
い
て
も
、
ど
う

し
て
笑
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
り
、
呼
ば
れ
て
も
、
聞
こ
え
な
い
の

で
無
視
し
て
る
と
か
ん
ち
が
い
を
さ
れ

あ
る
場
所
で
話
し
た
り
、
同
時
に
何
人

も
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と
聞
き
取
り
に

く
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
電
話
の
時
は
、

ほ
ち
ょ
う
き
が
ハ
ウ
リ
ン
グ
し
て
、
使

え
な
い
の
で
、
相
手
の
声
が
聞
き
と
れ

る
か
分
か
ら
ず
、
き
ん
ち
ょ
う
す
る
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
新
が
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
せ
ん
予
防
の
た
め
に
、
み
ん
な
マ

ス
ク
を
つ
け
て
い
る
か
ら
、
マ
ス
ク
で

声
が
さ
え
ぎ
ら
れ
た
り
、
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
人
の
口
元
が
見
え
な
く
て
こ
ま
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
ど

ん
な
し
ゃ
べ
り
方
が
一
番
聞
き
取
り
や

す
い
か
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。
早
口
で

も
な
く
、
お
そ
く
も
な
く
、
ふ
つ
う
の

速
さ
で
、
少
し
大
き
め
の
声
で
し
ゃ
べ

っ
て
も
ら
え
る
と
聞
き
と
り
や
す
い
そ

う
で
す
。

　

「
今
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
と
思
う

物
は
？
」
と
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
か
く
し
ょ
う
が
い

の
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
る
道

具
や
、
相
手
が
し
ゃ
べ
っ
た
言
葉
を
正

か
く
に
文
字
に
か
え
る
ア
プ
リ
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
言
葉
を
文
字
に
す
る
ア
プ
リ
は
、

お
父
さ
ん
の
ア
イ
パ
ッ
ト
に
も
入
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
た
め
し
て
み
る
と
、
あ

ま
り
せ
い
か
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て
か
ら
、

お
父
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
苦
ろ
う
を

し
て
き
た
ん
だ
な
、
と
知
り
ま
し
た
。

今
の
社
会
は
、
ち
ょ
う
か
く
し
ょ
う
が

い
者
が
ふ
べ
ん
な
く
、
く
ら
せ
る
社
会

に
は
な
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

耳
の
こ
と
を
聞
く
前
ま
で
は
、
何
度

も
聞
き
返
す
お
父
さ
ん
に
、
少
し
「
め

ん
ど
く
さ
い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
今
は
、
お
父
さ
ん
に
対
し
て
「
役

に
立
ち
た
い
な
」
と
い
う
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
父
さ
ん
に
話
し
か

け
る
時
に
は
、
「
聞
き
取
り
や
す
い
声

の
大
き
さ
、
速
さ
で
、
正
面
か
ら
、
一

人
ず
つ
」
話
し
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

も
し
、
お
父
さ
ん
が
聞
き
と
り
に
く
そ

う
に
し
て
い
た
ら
、
「
自
分
の
話
し
方

を
変
え
て
み
た
り
、
ざ
つ
音
が
な
い
場

所
に
い
ど
う
し
て
、
も
う
一
度
」
話
し

か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

も
っ
と
お
父
さ
ん
の
事
を
知
り
た
い

で
す
。

　

私
は
、
ほ
ち
ょ
う
き
を
つ
け
て
い
て
、

耳
が
聞
こ
え
に
く
く
て
も
仕
事
を
が
ん

ば
っ
て
い
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く
れ

る
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

「 

私
の
お
父
さ
ん 
」

大
谷
小
学
校
４
年　
　
　

　
　
　

森
實　

奈
生
さ
ん

小
学
生
の
部 
最
優
秀
賞



　令和元年度、町道妙寺48号線道路改良
工事に伴う西飯降Ⅱ遺跡の発掘調査を行い、
溝の一部を発見し、溝の底付近からは、弥
生土器が出土しました。
　土器上部の文様は、櫛描文と呼ばれる文
様（櫛のような形の工具などを使って描か
れる）で、これは弥生中期土器の特徴です。
また、土器の底の方にはわざと穴をあけた
ような跡があり、意図的に日常生活で使用
できないようにしています。
　今回の調査では、Ｌ字型の溝の一部と、
お供えされたと考えられる土器が見つかっ
たことから、この溝は方形周溝墓の周溝で
ある可能性が極めて高いと考えられます。
当時、妙寺小学校の北辺りに住んでいた弥
生人が埋葬されたのかもしれません。

西飯降Ⅱ遺跡の発掘調査

Ａ．弥生時代に作られるように
なったお墓の種類。埋葬場所の
周囲を正方形に近い形の溝で囲
う。中央の埋葬場所は盛土など
高まり（墳丘）をもつ。

Ｑ．方形周溝墓ってなに？

Ａ．生きている人間
が使えなくすること
で、お供えとして区
別するためと考えら
れている。

Ｑ．なぜ土器に穴をあける？



　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムで放送する『にっぽん縦断こころ旅』。俳優の火野正平さんが、番組
に寄せられたエピソードをもとに、地元の人々とふれあいながらこころの風景を訪ねます。“２
０２２春の旅”は、和歌山県をスタート！奈良そして２０２１秋の旅で行けなかった京都・滋賀
へ！その後山梨・群馬へ飛び、栃木・福島・宮城・岩手・青森を移動し北海道を目指す１３週
間の旅をします。その旅のルートは、皆さんから寄せられたお手紙で決まります！

応募方法　①住所 ②名前 ③電話番号 ④性別 ⑤年齢 ⑥思い出の場所・風景
　⑦場所にまつわるエピソードを記入して下記まで送付してください。
　ファクス　０３－３４６５－１３２７
　はがき・封書　〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係（住所不要）

和歌山県の放送予定　３月28日（月）～４月１日（金）

▼詳しくは番組ホームページをご覧ください
  http://nhk.jp/kokorotabi　または「こころ旅」で検索。
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問い合わせ　ＮＨＫふれあいセンター
☎0570-066-066（ナビダイヤル）または050-3786-5000

写真提供：NHK

皆さんの心にある　　　　　 の思い出の風景や情景を、
エピソードを添えて出してみませんか？
「何気ない風景」「思い出の風景」
「忘れられない風景」「音の記憶と重なる情景」など

かつらぎ町かつらぎ町かつらぎ町 エピソード
応募締切

２/７(月)必着

写真提供：NHK

　健康診査は、令和４年２月末日まで受けることができます。受診券をお持ちの方で、まだ健康診
査を受けていない方は、この機会に是非ご自身の健康状態をチェックしましょう。

● 健康診査は受けましたか
後期高齢者医療制度に加入の皆さま 問い合わせ／和歌山県後期高齢者医療

　広域連合（☎073－428－6688）

75歳以上の方、65歳以上75歳未満で
一定の障害があり広域連合の認定を受
けた方

令和３年３月末で75歳、80歳、85歳
の方と90歳以上の方
※対象の方には5月末に受診券等を発
送しています

問診、計測、診察、脂質、肝機能、尿、
腎機能、代謝系
受診券に同封の実施医療機関一覧に記載されている医療機関
無料

問診、口腔内検査、口腔機能検査

対象者

検査項目

場所
費用

健康診査 歯科健康診査

受診券などの紛失やご不明な点があれば、上記の問い合わせ先までお問い合わせください。
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（
水
）

申
請
書
受
付　

１
月
６
日（
木
）〜
18
日

（
火
）
※
土
日
祝
除
く

※
各
申
請
書
の
配
布
・
受
付
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
上
下
水

道
課
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
に
は
書
類
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
請
時
手
数
料

責
任
技
術
者　

５
０
０
０
円

指
定
工
事
店　

１
万
円

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
（
☎
22
―

６
５
６
６
）

職
種
・
募
集
人
員　

保
育
士
・
若
干
名

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
（
見

込
可
）。

第
１
次
試
験　

１
月
30
日（
日
）　

試
験

内
容
…
作
文
試
験
、
場
所
…
伊
都
郡
町

村
及
び
橋
本
市
児
童
福
祉
施
設
事
務
組

合
（
予
定
）

第
２
次
試
験　

面
接
試
験
…
個
人
面
接

本
支
局
（
☎
０
７
３
６
―
32
―
０
２
０
６
）

各
１
部
）

提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
２
月

10
日
消
印
有
効
）

※
提
出
書
類
・
方
法
の
詳
細
は
、
１
月

４
日
か
ら
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
11
日（
火
）〜
２
月
10

日（
木
）※
土
日
祝
除
く   

午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

今
回
の
申
請
は
、
令
和
４
年
度
に
つ
い

て
有
効
で
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ　

橋
本
周
辺
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
（
☎
０
７
３
６

―
32
―
７
１
２
１
）

令
和
３
年
度
母
子
生
活
支
援
施

設
わ
か
く
さ
職
員
採
用
試
験

募　

集

申
請
書
配
布　

１
月
６
日（
木
）〜
12
日

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
・
指
定
工
事
店
の
新
規
登
録

　

相
続
手
続
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
た

制
度
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
制
度
は
、
戸
籍
な
ど
の
書
類
を

添
付
し
た
申
出
に
対
し
て
、
法
務
局
の

登
記
官
が
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る

か
を
確
認
し
、
証
明
書
を
無
料
で
交
付

す
る
も
の
で
す
。

　

相
続
登
記
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の
預

貯
金
の
払
い
戻
し
な
ど
、
相
続
手
続
全

般
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
、
ま
た
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法
務
局
橋

ご
存
じ
で
す
か
、
法
定
相
続
情

報
証
明
制
度

　

物
品
購
入
（
原
材
料
、
修
繕
、
機
械

点
検
、
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
、
医
療
機

器
、
医
療
材
料
、
医
薬
品
、
役
務
の
提

供
な
ど
を
含
む
）、
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
。

申
込
資
格　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１

６
７
条
の
４
お
よ
び
11
第
１
項
の
規
定

並
び
に
次
の
各
項
目
に
よ
る
。  

①
１
月
11
日
現
在
、
引
き
続
き
１
年
以

上
そ
の
営
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

②
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

③
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
な
ど
を
必

要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
、

認
可
な
ど
を
得
て
い
る
こ
と

④
営
業
状
態
が
健
全
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

提
出
書
類

◆
物
品
…
入
札（
見
積
）参
加
資
格
審
査

申
請
書
お
よ
び
組
合
が
指
定
す
る
必
要

書
類（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
、
各
１
部
）

※
様
式
は
組
合
窓
口
配
布
、
ま
た
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◆
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
…
国
土
交
通
省
統
一
様
式
、
そ

の
他
必
要
書
類
（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
、

令
和
４
年
度
橋
本
周
辺
広
域
市
町
村

圏
組
合
入
札
参
加
資
格
審
査
受
付

日
時　

１
月
16
日（
日
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場
所　

橋
本
市
教
育
文
化
会
館
３
階
第

１
研
修
室

講
師　

い
わ
た
に　

て
る
こ
さ
ん
（
カ

ラ
フ
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
代
表
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

一
時
保
育　

無
料
・
定
員
あ
り
先
着
順

（
１
歳
〜
小
学
２
年
生
ま
で
）
１
月
12

日（
水
）ま
で
に
要
申
込

申
込
方
法　

郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
ま
た
は
来
所
に
て
①
名
前
②
住

所
③
連
絡
先
④
一
時
保
育
の
有
無
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
〝
り
ぃ
ぶ
る
〞
（
☎
０
７

３
―
４
３
５
―
５
２
４
５
・
フ
ァ
ク
ス

０
７
３
―
４
３
５
―
５
２
４
７
）

メ
ー
ル libre@
sirius.ocn.ne.jp

多
様
な
性
を
知
ろ
う
〜
身
近
な

人
か
ら
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
〜

お 

知 

ら 

せ
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相　

談

「
働
き
た
い
！
」
を
応
援
し
ま
す
。

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談

　

放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、

学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好

き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３

０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回
２
月
28
日（
月
）ま

で
、
第
２
回
が
3
月
15
日（
火
）ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学

和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３
―

４
３
１
―
０
３
６
０
）

（
相
談
・
利
用
無
料
、
秘
密
厳
守
）

　

就
労
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
無
業

の
方
に
、
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｃ

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
職
場
体
験
・
見
学
な
ど
、

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

　

適
職
検
査
、
興
味
検
査
で
自
分
に
合

っ
た
職
種
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
履
歴

書
作
成
、
面
接
練
習
な
ど
、
就
職
活
動

を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

対
象　

15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族

開
所
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
※
祝
日
除
く

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
２
９
０
０
）

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

年
間
を
通
し
て
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
が
学
べ
る
教
室
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

１
月
の
教
室
は
お
休
み
で
す
。

　

２
月
は
、
歯
科
衛
生
士
よ
り
「
口
腔

ケ
ア
で
健
康
づ
く
り
〜
歯
周
病
と
糖
尿

病
の
関
係
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
話

を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日（
木
）午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
頃

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
講
話
前
に
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

を
し
ま
す
の
で
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
水
分
補
給
の
ご
用
意

も
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進

課
衛
生
係
（
内
線
２
０
５
９
）

採
用
予
定
年
月
日　

４
月
１
日（
予
定
）

申
込
用
紙
配
布　

１
月
５
日（
水
）〜
19

日（
水
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
期
間　

１
月
７
日（
金
）〜
21
日

（
金
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本

市
児
童
福
祉
施
設
事
務
組
合　

母
子
生

活
支
援
施
設
わ
か
く
さ
（
☎
０
７
３
６

―
54
―
２
１
６
８
）

糖
尿
病
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

有　

料　

広　

告

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

　平日、役場開庁時間内でのマ
イナンバーカードの申請・受取
が難しい方はお越しください。

1／23(日)9:00～15:00
問い合わせ

住民福祉課住民係（内線2065）



　運動器とは骨・関節・筋肉・神経など身体を
動かすために必要な器官の総称です。中年期以
後になると、①身体のあちこちの関節が痛む、
②骨がもろくなって骨折しやすくなる、③腕や
脚がしびれる、④腰が曲がって姿勢が悪くなる、
⑤歩行能力が衰える、などさまざまな運動器の
問題が生じて来ます。症状が進行すると日常生
活上のさまざまな動作が困難になり、自立した
生活が出来なくなる人もいます。令和２年度の
統計によると日本人の平均寿命は男性81.6歳、
女性87.7歳と発表されていますが、男女とも
健康寿命（介護を受けずに自立した生活を送れ
る期間）は平均寿命よりも約10年間短いこと
が判っています。つまり男女とも平均10年間
は介護を受けているという現状です。

運動器と健康寿命

　介護が必要となる大きな原因の1つとして運
動器の病気（骨粗鬆症、変形性関節症、脊柱管
狭窄症、筋肉量の減少）が挙げられます。そし
て意外に思われるかも知れないですが、運動器
の老化は40歳代から始まっています。さらに
最近では幼少期から青年期までの生活習慣が
40歳以後の運動器の健康に大きく関わってい
ることが明らかになって来ました。私たち整形
外科医が危惧する問題の1つはビタミンD不足
です。ビタミンDは骨と筋肉の健康を維持する
ために必要な必須栄養素ですが、食品中に含ま
れるほか、日光浴によって皮膚で合成されます。
しかし、日本人においては10歳代を含む70％
以上の方がビタミンD不足であることが判って
います。

運動器の病気は要介護の大きな原因

広報かつらぎ  令和4年（2022年）1月号23

INFO  くらしの情報

令和３年度
和歌山県立医科大学　　　　　　 のご案内運動器健診運動器健診運動器健診

　和歌山県立医科大学整形外科学講座は、保健看護学部、紀北分院と共同で運動器健診を行います。
運動器とは骨・関節・筋肉・神経など身体を動かすために必要な仕組みのことをいいます。是非こ
の機会に自分自身の運動器の健康を見直してみませんか。

健診内容　簡単な体力測定・姿勢のチェック・血液検査・　　
　　　　　骨強度検査・筋肉の評価・生活習慣のチェックなど

時間　健診申込時に希望日時をお聞きます。健診が近づいたら、
　　　問診票と健診日時を案内します。

申し込み・問い合わせ　和歌山県立医科大学整形外科医局
　〒641-8510　和歌山市紀三井寺811-1
　☎073-441-0645（月～金曜の午前９時～10時）
　ファクス 073-448-3008

申込期間　1月５日（水）～２月４日（金）

対象　町内にお住まいの18歳以上の方

会場　かつらぎ町保健福祉センター
受診料　無料

日程　３月８日（火）～20日（日）
※10日（木）・14日（月）・15日（火）は健診未実施



相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

1/11㈫、24㈪

1/12㈬、2/2㈬

1/7㈮、21㈮

月～金曜（祝日除く）

①1/4㈫
②1/11㈫
③1/18㈫
④1/25㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①1/11㈫
②1/18㈫
③1/5㈬、26㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域
　　交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

電話予約時に
場所を案内します

社会福祉協議会
☎22-4311

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリ
や健康体操の方法など
でお悩みの方

消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜(祝日除く）
1/13㈭は13:00～初詣

1/17㈪※要電話予約

有　

料　

広　

告

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

納期限
1月31日（月）

● 国民健康保険税　　　　第７期

● 後期高齢者医療保険料　第７期

町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。
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相 談 窓 口
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書
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書

か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
て

気
づ
い
た
こ
と
っ
て
？

「からっぽになったキャン
ディのはこのおはなし」

大久保 雨咲（作）・出口 かずみ（絵）

児童書

も
う
誰
も
死
な
せ
ね
え
。

こ
の
城
を
、愛
す
る
者

を
、守
り
き
る
。

圧
倒
的
戦
国
小
説
！

一般書

「塞王の楯」
今村 翔吾（著）

神
奈
川
県
警
少
年
捜
査
課

の
高
尾
が
謎
の
高
校
生
と

難
事
件
に
挑
む
！

一般書

「ボーダーライト」
今野 敏（著）

子
育
て
の
日
々
を
通
し
て

探
る〝
こ
れ
か
ら
の
世
界
〞

一般書

「ミルクとコロナ」
白岩 玄・山崎 ナオコーラ（著）

枝
に
か
け
て
お
い
た
手
袋

が
、
風
で
と
ば
さ
れ
て
し

ま
っ
て…

。
絵
が
と
っ
て

も
き
れ
い
な
絵
本
。

「あかいてぶくろ」
林 木林（文） ・岡田 千晶（絵）

児童書
本
当
に
あ
っ
た
ト
ン
デ
モ

ナ
イ
ち
り
ょ
う

「おしっこ、ヒル、頭にドリル」
クライブ・ギフォード（作）
アン・ウィルソン（絵）

児童書

　

令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）
総
合
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
「
第
６
回
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
小
学
生
・
中
学
生
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
小
学
生
９
人
、
中

学
生
10
人
が
お
気
に
入
り
の
本
の
魅
力

を
発
表
し
合
い
、
聴
衆
の
投
票
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ン
プ
本
が
決
定
し
ま
し

た
。
紹
介
本
は
、
図
書
館
で
も
所
蔵
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
小
学
生
の
部

「
ま
い
に
ち
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
」　

　
　
　
 
い
も
と　

よ
う
こ
（
作
・
絵
）

紹
介
者　

森
本　

凌
生
さ
ん
（
大
谷
小

学
校
５
年
）

・
中
学
生
の
部

「
逆
ソ
ク
ラ
テ
ス
」伊
坂  

幸
太
郎 （
著
）

紹
介
者　

松
下　

幸
太
郎
さ
ん
（
笠
田

中
学
校
３
年
）

お 

知 

ら 

せ

（
右
）
森
本
さ
ん
、（
左
）
松
下
さ
ん
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１月のスケジュール
1/7（金）・14（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：かつらぎ西部公園パークゴルフ場
　　　クラブハウス内キッズスペース
問い合わせ　☎080-8317-3788

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

　子育て支援センターは、２
月末までの間、かつらぎ西部
公園パークゴルフ場クラブハ
ウス内キッズスペースに変更
しています。
　遊びに来てくれたお友達は、
笑顔で元気いっぱい遊んでく
れています。
　是非、皆さんも遊びに来て
くださいね。待っています。

1/13（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容「おにの面作り」
定員：６組　要予約：1/6(木)～

1/26（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容「靴下で雪だるまを作ろう」
定員：６組　※要予約 1/12(水)～

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。

1/17（月）10:00～10:30
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容「親子で楽しくふれあい遊び」
対象：今回は３歳児まで対象
定員：６組　要予約：1/5(水)～

文
芸
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窓
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歌

俳　

句

嫁
し
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頃
背
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１ 月 保健カレンダー

※保健福祉センター空調改修工事に伴い、実施場所を変更しています。各健診などの実施場所については事前
　にご案内した個別通知でご確認お願いします。

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査

３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

１/28㈮

１/18㈫

１/14㈮
２/10㈭

１/12㈬

１/５㈬

１/５㈬
     26㈬

２/２㈬

１/13㈭
２/10㈭
１/７㈮
２/７㈪

13：30～
15：00　

13：30～

10：00～

令和３年７・９月生まれ

令和３年７～10月生まれ 股関節異常の有無

受付時間は
個別に通知

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

平成30年６・７月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和３年６月生まれ

令和３年１月生まれ
令和３年２月生まれ

令和３年２月生まれ
令和３年３月生まれ
令和元年11月生まれ
令和元年12月生まれ

２歳児健康相談

股関節検診
子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では番号札の配布は行わず、受
　付時間も個別に通知します。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容等を変
　更する場合があります。その際は対象者に個別に通知
　します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前8時半の
　時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で警報が
　発令されていれば中止とします。ご不明な点はご連絡
　をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や熱がある、新型コロナウイルス感
　染者と濃厚接触、ご家族に感染の疑いのある方
　がいる場合は受診を見合わせてください。
・受付前に検温を行います。できる限りマスク着
　用と、手指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母等の同伴はご遠慮くだ
　さい。

　妊娠中から子育て期に関する相談
に応じます。保健師が常駐しており
ますので、お気軽にご利用ください。
　時間　8:30～17:15
　場所　保健福祉センター内２階

問い合わせ
健康推進課衛生係（内線2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開放を利用する方
は、事前予約をお願いします。※自宅で検温をした後、ご来園く
ださい。大人はマスク着用をお願いします。予定を変更する場合
があります。町ホームページをご確認ください。

● 子育て世代
　包括支援センター
　（SUKU²）

● 園庭開放

問い合わせ　三谷こども園（☎23-3730）・佐野こども園（☎22-6260）
　　　　　　聖心幼稚園（☎22-1336）

日程 時間 場所
1/11（第２火曜）
1/14（第２金曜）
1/18（第３火曜）

三谷こども園
聖心幼稚園
佐野こども園

9:30～10:30
9:30～11:00
9:30～10:30
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かつらぎ町の人口
（11月末日現在）

16,170人（前月比－22人）　男 7,657人　女 8,513人　世帯数 7,137世帯
出生 6人　死亡 28人　転入 27人　転出 27人

かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

こんにちは

11月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

救出訓練

きいちちゃん そらはちゃん

せいざぶろうちゃん こはるちゃん

法務大臣表彰受賞

「かつらぎ郷土カルタ」寄贈 お礼 公益社団法人和歌山県
青少年育成協会会長表彰

　※笠田万葉サークル…背ノ山を中心とした町の歴史と関係の深い万葉を研究
　　している団体

　令和３年10月25日（月）、岡村利晴さん（中飯降）が人権
擁護委員に対する法務大臣からの表彰を受賞されました。
　岡村さんは、平成22年７月より法務大臣の委嘱を受け、
人権擁護委員を11年間にわたり現在も務められておりま
す。自由人権思想の普及高揚のため、日々、人権相談を
始めとする地域社会に密着した各種の人権啓発活動をさ
れ、なかでも小学校にて行う人権教室や、人権の花運動
など、啓発活動にも積極的に取り組まれております。

　笠田万葉サークル様から、かつらぎ町の自然、文化、伝
統、歴史遺産、文化財、産業などを、カルタ遊びを通して、
次代を担う子どもたちに伝えるため作製された「かつらぎ
郷土カルタ」（57セット）が、町に寄贈されました。
　小中学校、公民館、児童館、図書館などで活用させてい
ただきます。ありがとうございました。
　町立図書館で貸出可能です。是非ご利用ください。

　後藤優成さん（志賀）が、（公社）
和歌山県青少年育成協会会長より
令和３年度の善行青少年関係[個人]
の表彰を受けました。
　後藤さんは、かつらぎリーダー
クラブの会長として、日頃から青
少年健全育成に取り組み、リー
ダーとしてのその活発な活動や貢
献が認められての受賞です。

左）外箱絵柄
右）絵札一覧

後藤さん

岡村さん


	表紙.pdf
	p2
	p3
	p4
	p5
	p6
	p7
	p8
	p9
	p10
	p11
	p12
	p13
	p14-15
	p16
	p17
	p18
	p19
	p20
	p21
	p22
	p23
	p24
	p25
	p26
	p27
	最終ﾍﾟｰジ

